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こ

ん
にちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

中村　百花ちゃん
（もか）

圭吾さん・麻紀子さん
9月18日生　清水区

木村　拓斗くん
（ひろと）

慎一さん・有希さん
9月23日生　洞第３

村上陽菜乃ちゃん
（ひなの）

友和さん・詠美さん
9月26日生　洞第６

菅原　莉夏ちゃん
（りなつ）

匠さん・有莉さん
9月1日生　入１区

池田　悠人くん
（ゆうと）

吉三さん・眞奈美さん
9月6日生　月浦区

野邊　凛音ちゃん
（りおん）

潤さん・麗さん
9月26日生　入１区
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月
３
日
の
文
化
の
日
を
中

心
に
洞
爺
湖
文
化
団
体
協
議

会
（
越
前
谷
邦
夫
会
長
）
の
総
合

文
化
祭
が
、
虻
田
支
部
、
洞
爺
支

部
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
で
開
か
れ
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

展
示
部
門
は
、
11
月
３
日
〜
５

日
ま
で
、
母
と
子
の
舘
と
洞
爺
総

合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
。
会

場
に
は
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
書
道
、
茶
道
、
生

花
な
ど
の
同
好
会
の
作
品
や
大
切

に
育
て
ら
れ
た
菊
な
ど
が
置
か
れ
、

そ
の
出
来
栄
え
に
来
場
者
は
食
い

入
る
よ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
部
門
は
、
虻
田
支
部

が
10
月
27
日
、
28
日
の
両
日
あ
ぶ

た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で
、
洞
爺

支
部
は
11
月
23
日
洞
爺
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
合

唱
、
舞
踊
、
民
謡
、
津
軽
三
味
線
、

琴
な
ど
の
同
好
会
の
皆
さ
ん
が
熱

演
し
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま

し
た
。

そ
の
他
琴
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や

町
民
吹
奏
楽
団
の
定
期
公
演
、
囲

碁
大
会
な
ど
が
関
連
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
、
芸
術
の
秋
を
楽

し
み
ま
し
た
。

14
回
芸
術
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
主
催
同
実
行
委
員

会
）
が
、
11
月
９
日
洞
爺
湖
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
合
唱
や
器

楽
演
奏
な
ど
、
学
校
で
の
練
習
の

成
果
を
父
母
ら
に
披
露
し
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

洞
爺
湖
周
辺
の
３
町
村
の
児

童
生
徒
が
集
ま
り
開
か
れ
て

き
ま
し
た
が
、
昨
年
合
併
で

洞
爺
湖
町
と
壮
瞥
町
の
２
町

に
な
り
、
今
年
は
洞
爺
湖
町

内
の
小
中
高
生
の
み
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
虻
田
小
学
校
の

「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
」

の
器
楽
演
奏
と
「
ベ
ス
ト
フ

レ
ン
ド
」
の
合
唱
で
幕
開
け
。

洞
爺
中
学
校
、
と
う
や
小
学

校
の
合
唱
、
洞
爺
湖
温
泉
中

学
校
の
合
唱
と
和
太
鼓
演
奏

が
そ
れ
に
続
き
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
虻
田

高
校
吹
奏
学
部
の
演
奏
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
洞
爺
湖
温
泉
小

学
校
の
合
唱
、
虻
田
中
学
校
の
合

唱
と
舞
踊
が
発
表
さ
れ
、
最
後
に

虻
中
、
温
中
、
洞
中
、
虻
高
の
生

徒
ら
合
同
に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
、

会
場
全
体
を
熱
気
に
包
み
込
み
ま

し
た
。

第

TU

T
U

U

会会
場場
いい
っっ
ぱぱ
いい
にに
響響
くく
歌歌
声声

洞洞
爺爺
湖湖
芸芸
術術
文文
化化

フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
開開
くく
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バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会バンド演奏で始まった総合文化祭ステージ部門洞爺地区芸能発表会
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　大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済活動を続けてきた私たちは、その結果ゴミ問題は将来的

な地球規模の環境問題などにつながって、深刻な状況となっています。

　これらの問題解決に向けて、安易にゴミを捨てる「一方通行型社会」から「循環（じゅんかん）

型社会」への移行が重要なキーワードになっています。

という言葉を知っていますか？という言葉を知っていますか？という言葉を知っていますか？３Ｒ（スリーアール）３Ｒ（スリーアール）

問合せ：生活環境課（　７６－３００６）

○個人１０名　　○団体７団体（83名）

　　　　　　　　  　（11月25日現在）

※登録は引き続き受け付けています。【登録状況】

まち美化ボランティア

“３Ｒ”は、ごみを出さないように工夫するためのキーワードです。

educe（リデュース）

euse  （リユース）

ecycle（リサイクル）

―― ごみを減らすこと

―― もう一度使うこと

―― もう一度ものを作れるようにすることＲ

再生紙を使ったトイレット
ペーパーなど環境にやさし
い商品を選ぶ   etc

代用やレンタルできない
か買う前に考える・調べ
る　etc

レジ袋や割り箸、ストロー
などは断って、家にあるも
のを使いましょう  etc

古新聞はガラス拭き、コー

ヒーかすは消臭剤にするな

ど、別の用途で活用する  

etc

古いものでも、修理や清掃

をして使えなくなるまで使

いましょう　etc

ゴミの減量、資源の有効活

用、エネルギー節約など、

リサイクルには様々なメリ

ットがあります。

集団回収により、リサイク

ルの推進を行っております。

（皆さんのご協力を）

必要としなくなったものな
どは、必要とする人に譲っ
たり、フリーマーケットに
出店することも有効的です   
　etc

きちんと分別してごみをす
てれば、リサイクルされて、
あらたな資源として生まれ
変わります（分ければ資源、
まぜればゴミ）
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子供たちにも“エコ”の気持ちが芽生えてます

　新しく家電製品を買うときに、ぜひ注目して欲しいのが「省

エネ性能」。エアコンや冷蔵庫などは省エネ性能の表示も普及

し、購入の際の目安になっています。中には、年間電気料が数

万円単位で違うこともあり、特に古い機器を使い続けている場

合、買い替えコストと電気代を比べてみると、愕然とする数字

が出ることも。お財布にも、環境にも優しい省エネ製品。特に

冷蔵庫やエアコンを買い替えの際には、忘れずにチェックして

みてください。

　みなさんは、日本が一般廃棄物（私たちの生活から出るごみ）の排出量が

世界第２位であることを知っていたでしょうか？

　私たちの身近な生活から出されるごみを「一般廃棄物」といいますが、そ

れらを一年間で約5,059万ｔも捨てており、これは東京ドームで換算すると

約136個に相当する量で、それを処理するために地球にも人間にも大きな負

担をかけています。

　そんな現実を受けて、自分たちの身近なことから勉強し

て、考え直していこうと、虻田小学校４・５年生で「洞爺

湖エコキッズ」を発足しました。現在は８人の会員で構成

されていて、主にリサイクルの仕組みや、排気ガス・地球

温暖化対策など環境に関することを、楽しみながら学習し

ています。

　また事業の一環として、倶知安町の道栄紙業で

紙のリサイクルの過程や、千歳のマテックで缶や

その他の資源ごみがどのように再利用されるかの

施設見学を行い、普段は何気なく捨てているごみ

も、活用方法によってはリサイクルできるものが

たくさんあることを学びました。

　洞爺湖エコキッズへの参加は随時受け付けています。対象は虻田小学校の

４年生以上になりますが、みんなが集まれば大きな力になり、大きな行いが

出来ます。ぜひ参加を！【問合せ先：役場生活環境課（　76-3006）】



　
　
月
８
日
（
木
）
と
30
日
（
金
）
に
観

　
　
光
・
イ
ベ
ン
ト
部
会
が
開
催
さ

れ
、
12
月
20
日
（
木
）
に
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
開
催
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
２
０
０

日
前
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
の
主
な
内
容
は
、
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
（
長
さ
70
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
）

の
点
灯
式
を
洞
爺
湖
温
泉
街
の
に
ぎ

わ
い
広
場
で
行
い
、
そ
の
後
洞
爺
湖

文
化
セ
ン
タ
ー
で
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
サ
ミ
ッ
ト
成
功
に
向
け

盛
り
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
静

岡
県
御
殿
場
市
に
あ
る
㈱
時
之
栖

（
と
き
の
す
み
か
）
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
の
会
社
の
社
員
に
旧

虻
田
町
出
身
者
が
二
人
い
て
「
町
の

発
展
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
今
年

の
春
に
提
供
を
受
け
、
今
回
活
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
町
内
在
住
で
海

外
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
聖
龍
太
鼓

（
代
表
坂
井
猛
志
）
と
ウ
ィ
ン
ザ
ー

ホ
テ
ル
の
演
奏
家
及
び
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
福
沢
恵
介
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
。
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1１

　
当
日
は
水
の
駅
・
洞
爺
駅
・
洞
爺

湖
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、
キ
ャ
ン

ド
ル
を
配
置
し
て
２
０
０
日
前
を
彩

り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２

削
減
へ
の
試
み
と

し
て
、
ま
ち
全
体
で
電
気
を
消
し
、

家
庭
の
中
で
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
て

も
ら
う
「
キ
ャ
ン
ド
ル
の
語
ら
い
」

の
取
組
を
実
施
し
ま
す
。
町
民
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
成
功
に
向
け
町
民
全
体

で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト

サミット成功に向け町民全体で盛り上げようサミット成功に向け町民全体で盛り上げよう
200日前イベント開催200日前イベント開催

サミット開催  カウントダウン200日前イベント

月 日
～：

●と　き

●ところ

＜出　演＞

木

・にぎわい広場
　（イルミネーショントンネル点灯式）　
・洞爺湖文化センタ－
　（PM7:00～）

◆聖龍太鼓・聖龍一門会
　公演

◆ウィンザーホテル専属
　演奏家によるライブ

◆福沢恵介　ライブ

イルミネーション（イメージ写真）イルミネーション（イメージ写真）

● ●● ●

北海道洞爺湖
サミット
北海道洞爺湖
サミット
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サ
ミ
ッ
ト
は
い
つ
行
わ
れ
る
の

　
　
？
　
ど
の
よ
う
に
し
て
話
合
い

が
進
め
ら
れ
る
の
？

Ｑ　
　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
首

　
　
脳
会
合
は
、
来
年
７
月
７
日
か

ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
洞
爺
湖
町
の

ザ
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
洞
爺
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
行
わ
れ
た
ド
イ

ツ
サ
ミ
ッ
ト
の
事
例
か
ら
、
次
の
内

容
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

初
　
日

・
７
月
７
日
　
各
国
首
脳
会
場
入
り

　
　
　
　
　
　
日
本
総
理
主
催
夕
食

　
　
　
　
　
　
会
及
び
レ
セ
プ
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
ン

２
日
目

・
７
月
８
日
　
Ｇ
８
首
脳
会
議

　
　
　
　
　
　
合
同
記
念
写
真
撮
影

　
　
　
　
　
　
Ｇ
８
（
ジ
ュ
ニ
ア
サ

　
　
　
　
　
　
ミ
ッ
ト
）
代
表
と
の

　
　
　
　
　
　
会
合
合
同
昼
食
会
・

　
　
　
　
　
　
合
同
夕
食
会

３
日
目

・
７
月
９
日
　
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の

　
　
　
　
　
　
会
合

　
　
　
　
　
　
新
興
諸
国
と
の
会
合

　
　
　
　
　
　
合
同
記
者
会
見
（
サ

　
　
　
　
　
　
ミ
ッ
ト
と
し
て
の
宣

　
　
　
　
　
　
言
を
ま
と
め
た
も
の
）

が
報
道
関
係
者
の
取
材
を
通
じ
、
世

界
中
に
発
信
さ
れ
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
数
日
間
に
、
北
海
道

・
洞
爺
湖
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
世
界

を
か
け
め
ぐ
り
、
洞
爺
湖
町
が
国
際

社
会
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Ａ

　
　
話
し
合
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
あ

　
　
と
ど
う
な
る
の
？
　
サ
ミ
ッ
ト

の
様
子
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
世
界

に
伝
え
ら
れ
て
い
く
の
？

Ｑ　
　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
大
き
な
テ
ー

　
　
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
環
境
問
題

や
、
国
際
経
済
・
政
治
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
は
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
と

し
て
発
表
さ
れ
、
参
加
国
は
そ
の
実

現
に
向
け
努
力
を
し
ま
す
。
サ
ミ
ッ

ト
の
様
子
を
は
じ
め
北
海
道
の
独
特

の
文
化
や
歴
史
、
豊
か
な
自
然
な
ど

Ａ

　
　
世
界
の
人
々
を
あ
た
た
か
く
迎

　
　
え
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は

何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

Ｑ　
　
サ
ミ
ッ
ト
は
、
政
府
が
行
う
会

　
　
議
で
す
が
、
世
界
か
ら
訪
れ
る

人
々
を
私
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
迎
え
、

滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

心
温
ま
る
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
サ
ミ
ッ
ト
を
成

功
す
る
う
え
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
花
を

植
え
た
り
、
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
た

り
、
訪
れ
る
方
々
を
親
切
に
し
た
り
、

語
学
や
観
光
ガ
イ
ド
、
環
境
美
化
活

動
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加

す
る
な
ど
、

私
た
ち
一

人
ひ
と
り

が
主
体
的

に
取
り
組

ん
で
い
く

こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

Ａ

今さら聞けない今さら聞けない今さら聞けない

サミットって何サミットって何サミットって何

観光地としての魅力作り
花でおもてなしを

観光カリスマが
「おもてなしについて」講演

　11月22日（木）に「ガーデンアイランド北海道フォ

ーラムイン洞爺湖」が（主催　ＮＰＯ法人ガーデンア

イランド北海道、花と緑のまちづくり推進委員会など）、

洞爺湖文化センターで開催され、約250人が参加。来

年のサミットに向け、花でおもてなしを表現しようと

成功への気運を盛り上げました。

　同ＮＰＯは５年前から美しい庭園の島・北海道を目

指し、道民運動として各種のイベントを展開していま

す。基調講演ではタレントのマリ・クリスティーヌさ

んが「サミットを利用して地域の人と外国が接点とな

るような機会にすべき」など、異文化交流のチャンス

にしようと説明されました。また、パネルディスカッ

ションでは「後々、美

しいまちになったのは

サミットのおかげであ

ると言われたい」など、

新たな観光の魅力作り

についても活発に意見

交換がなされました。

　サミット開催を世界レベルの観光地に飛躍させる好

機にしようと、国土交通省、洞爺湖温泉観光協会など

が主催して、「訪日外国人受け入れ接遇研修」が、11

月14日（水）に洞爺湖周辺の住民や観光施設の従業員

を対象に約100人が参加して洞爺湖文化センターで

行われました。

　同省の「観光カリスマ百選」にも選ばれたスイス在

住の山田桂一郎さんが「感動してもらえれば、人は来

てくれる」、「名前だけでなく、洞爺湖のイメージを認

知してもらわなければ意

味が無い」として、相手

のニーズに応えることが

おもてなしの心に結びつ

き、ひいてはリピーター

になることを参加者に説

きました。基調講演するマリ･クリスティーヌさん基調講演するマリ･クリスティーヌさん 観光カリスマの山田桂一郎さん観光カリスマの山田桂一郎さん

● ●● ●

北海道洞爺湖
サミット
北海道洞爺湖
サミット



　
　�

月
26
日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
グ
ル
ー
プ
「
な
な
か
ま
ど
の

会
」（
坂
井
千
枝
会
長
）
が
、
昨
年
引

き
続
き
「
第
２
回
な
な
か
ま
ど
の
夕

べ
＆
秋
の
収
穫
祭
バ
ザ
ー
」
を
洞
爺

湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
約
１
２

０
人
が
参
加
し
て
夜
の
一
時
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
な
か
ま
ど
の
夕
べ
で
は
、
恒
例

の
ダ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ス
テ

ッ
プ
も
軽
や
か
に
会
場
に
社
交
ダ
ン

ス
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
ダ
ン
ス
大
会
に

先
立
ち
、
当
日
の
益
金
か
ら
、
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
基
金
と
町
な
な
か

ま
ど
文
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
を
行
い
、

坂
井
会
長
が
木
村
教
育
長
ら
に
手
渡

し
ま
し
た
。

10
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月
10
日
、
ウ
イ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル

　
　
洞
爺
で
、
同
ホ
テ
ル
内
に
あ
る

三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ミ
シ
ェ
ル
・

ブ
ラ
ス
」
の
オ
ー
ナ
ー
の
息
子
で
後

継
者
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ス
氏

を
招
き
、
地
元
児
童
ら
と
の
交
流
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
地
元
小
学
生
16
人
が
参
加
し
、
チ

ー
ズ
や
香
草
な
ど
を
試
食
し
て
、
甘

い
、辛
い
、し
ょ
っ
ぱ
い
、す
っ
ぱ
い
な

ど
の
味
覚
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
ク
ッ
キ
ー
、

型
抜
き
ク
ッ
キ
ー
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
の

お
菓
子
作
り
に
挑
戦
。
最
後
に
エ
プ

ロ
ン
、
帽
子
、
集
合
写
真
、
ク
ッ
キ

ー
を
お
土
産
に
も
ら
い
、
参
加
し
た

児
童
ら
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
　
月
10
日
第
20
回
胆
振
西
部
交
流

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
洞
爺
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
澄
ん
だ
歌
声
が

来
場
者
の
心
を
な
ご
ま
せ
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
の
は
、
洞
爺
フ
ラ
ワ
ー

ビ
ー
ン
ズ
、
伊
達
コ
ー
ル
エ
コ
ー
、

大
滝
ア
ル
ペ
ジ
オ
、
壮
瞥
混
声
合
唱

団
、
豊
浦
コ
ー
ル
ウ
ェ
ン
ズ
の
５
サ

ー
ク
ル
と
今
回
特
別
出
演
の
虻
田
福

音
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
ブ
ン
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
「
洞
爺
湖
畔
の

夕
月
に
」
の
全
員
合
唱
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
。
各
サ
ー
ク
ル
は
、
持
ち
歌
の

他
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
曲

を
１
曲
披
露
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
全
員
で
松
田
聖
子
の
瑠
璃

色
の
地
球
を
合
唱
し
、
20
回
目
の
節

目
と
な
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
５
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
苫
小

牧
市
か
ら
家
族
７
人
で
来
て
い
た
内

藤
宏
志
さ
ん
一
家
。

　
今
回
洞
爺
湖
温
泉
へ
は
、
１
泊
２

日
の
旅
行
で
訪
れ
て
い
て
、
年
に
１
、

２
回
は
来
て
い
る
洞
爺
湖
温
泉
フ
ァ

ン
。
内
藤
さ
ん
は
「
本
当
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
ま
さ
か
５
万
人
目
と
は

…
。
映
画
も
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を

持
っ
て
見
て
い
た
」
と
節
目
と
な
っ

た
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
。

　
同
館
か
ら
は
、
内
藤
さ
ん
一
家
に

陶
芸
作
品
や
は
る
さ
め
な
ど
の
地
元

特
産
品
が
記
念
に
渡
さ
れ
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
　

ななかまどの夕べ開催
　益金町などに寄付

澄み切った歌声響く
第20回胆振西部交流コンサート

一流シェフと地元小学生
お菓子作りで交流

火山科学館、来場５万人突破
苫小牧市の内藤さん一家が５万人目

8
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年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
洞
爺

　
　
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
火
山

科
学
館
で
、
11
月
12
日
火
山
科
学
館

の
入
場
者
が
５
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。 今

益金を寄付する坂井会長益金を寄付する坂井会長

一流シェフといっしょにお菓子作りに挑戦する児童たち一流シェフといっしょにお菓子作りに挑戦する児童たち５万人目となった内藤宏志さん一家５万人目となった内藤宏志さん一家

オープニングでの全員合唱オープニングでの全員合唱



　
　�

ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
17
回
全
日

　
　
本
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
室
蘭

地
区
予
選
が
10
月
28
日
、
11
月
３
日
、

４
日
の
３
日
間
の
日
程
で
24
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら

参
加
し
た
Ｔ
ユ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
が
優
勝

し
全
道
大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま

し
た
。

　
11
月
15
日
に
は
、
役
場
を
訪
れ
長

崎
町
長
に
優
勝
の
報
告
を
行
い
、
町

長
か
ら
は
「
全
道
大
会
で
も
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
ま

し
た
。

　
11
月
24
日
帯
広
市
で
開
か
れ
た
全

道
大
会
で
は
、
残
念
な
が
ら
１
回
戦

で
敗
退
し
ま
し
た
。

　
虻
田
地
区
連
合
会
と
し
て
は
、
今

回
が
最
後
の
表
彰
式
で
、
来
年
か
ら

洞
爺
湖
町
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
今
年
度
は
５
年
勤
続
、

10
年
勤
続
合
わ
せ
て
46
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　
研
修
大
会
で
は
、
小
塚
一
義
さ
ん

（
青
２
区
自
治
会
長
）
と
佐
藤
安
弘

さ
ん
（
富
丘
自
治
会
長
）
が
実
情
を

発
表
。
そ
の
あ
と
洞
爺
財
田
自
然
体

験
ハ
ウ
ス
の
鈴
木
利
典
さ
ん
か
ら

「
洞
爺
湖
の
自
然
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
、
画
像
を
見
な
が
ら
洞
爺

湖
近
辺
の
自
然
の
豊
か
さ
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

　
　�

月
13
日
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ

　
　
ー
で
、
平
成
19
年
度
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
女
性
部
研
修
会
が
「
健
康

と
地
域
の
安
全
を
」
テ
ー
マ
に
約
１

０
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
昨
年
設
置
さ
れ
た

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
制

度
や
現
状
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー

職
員
の
佐
々
木
由
香
里
氏
か
ら
話
を

聞
き
、
自
分
達
の
生
活
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
近
年
高
齢
者
の
交
通
事
故
が

多
い
こ
と
か
ら
、
伊
達
署
交
通
課
村

中
俊
治
課
長
を
招
き
、
死
亡
事
故
の

現
状
や
交
通
安
全
の
大
切
さ
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
同
会
が
、
平
成

４
年
か
ら
毎
年
年
４
～
５
回
、
洞
爺

警
察
官
駐
在
所
の
周
り
の
清
掃
活
動

に
従
事
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
伊
達
警
察
署
の
伊
藤
真

也
次
長
か
ら
岩
淵
会
長
へ
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
、「
永
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
お
礼
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
岩
淵
会
長
は
「
社
会
奉
仕
の
一
環

と
し
て
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

「健康と地域の安全」をテーマ
老人クラブ連合会女性部研修会

少年サッカーチームＴユニティＦＣ
フットサルで地区優勝

洞爺楽栄クラブ
永年の社会奉仕活動で感謝状

洞爺湖の自然を再認識
自治会役員研修会開く

9

　
　
月
17
日
、
洞
爺
楽
栄
ク
ラ
ブ
（
岩

　
　
淵
義
勝
会
長
・
会
員
65
人
）
の

11
月
例
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
伊

達
警
察
署
か
ら
の
感
謝
状
授
与
式
が

あ
り
ま
し
た
。

11バ

　
　
月
25
日
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

　
　
平
成
19
年
度
洞
爺
湖
町
自
治
会

役
員
研
修
大
会
と
同
連
合
会
虻
田
地

区
連
合
会
表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

11 11

感謝状を受ける岩淵会長感謝状を受ける岩淵会長

全道への意気込みを語るＴユニティＦＣのメンバー全道への意気込みを語るＴユニティＦＣのメンバー 「健康と地域の安全を」テーマに開かれた女性部研修会「健康と地域の安全を」テーマに開かれた女性部研修会

熱心に講演を聞く自治会役員の皆さん熱心に講演を聞く自治会役員の皆さん
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戸
幕
府
の
蝦
夷
地
直
轄
支
配
の

引
金
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ

る
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
号

の
虻
田
来
航
を
記
念
す
る
解
説
板
の

設
置
除
幕
式
が
、
11
月
25
日
道
の
駅

あ
ぷ
た
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

１
７
９
６
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
探
検

家
ブ
ロ
ー
ト
ン
率
い
る
ブ
ロ
ビ
デ
ン

ス
号
が
虻
田
に
来
航
し
、
上
陸
。
当

時
の
ア
イ
ヌ
民
族
や
和
人
と
交
流
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。虻

田
郷
土
研
究
会
で
は
、
こ
の
歴

史
的
事
件
を
長
年
に
わ
た
り
研
究

し
、
町
の
歴
史
と
し
て
町
民
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
活
動
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
同
研
究
会

の
地
道
な
活
動
と
サ
ミ
ッ
ト
開
催
が

決
定
し
、
国
際
交
流
が
意
識
さ
れ
る

中
で
、
国
際
交
流
の
さ
き
が
け
と
な

っ
た
こ
の
事
実
の
重
要
性
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
案
内
板
設
置
を
決
め
ま

し
た
。

当
日
は
、
郷
土
研
究
会
の
会
員
ら

約
40
人
が
参
加
し
、
噴
火
湾
を
見
下

ろ
す
絶
景
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
開

設
版
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

岡
田
光
弘
同
会
長
は
「
サ
ミ
ッ
ト

が
開
か
れ
る
地
で
日
本
の
開
国
に
つ

な
が
っ
た
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
号
の
解
説

板
が
で
き
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
来

年
の
サ
ミ
ッ
ト
成
功
に
向
け
奮
闘
し

た
い
」
と
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

江

中中
学学
生生
・・
税税
のの
作作
文文
表表
彰彰

英英英英国国国国ププププロロロロビビビビデデデデンンンンスススス号号号号

来来来来航航航航のののの解解解解説説説説板板板板設設設設置置置置

見
事
５
人
が
入
選
果
た
す

国
納
税
貯
蓄
組
合
が
主
催
す

る
平
成
19
年
度
中
学
生
の
税

に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

虻
田
・
洞
爺
湖
温
泉
中
学
校
の
２

校
か
ら
５
人
が
入
選
を
果
た
し
、

11
月
７
日
に
、
両
校
に
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
税
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
そ
の
意
識
を

浸
透
さ
せ
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
２
校
か
ら
１
９
０

編
も
の
作
文
応
募
が
あ
り
、
厳
選

な
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入

選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。▽西胆振地区納

税貯蓄組合連
合会優秀賞
刀川あかりさん
（虻中3年）

▽西胆振地区納
税貯蓄組合連
合会長賞
桑島　小幸さん
（温中2年）

▽洞爺湖町教育
長賞
永井　舞花さん
（虻中1年）

▽洞爺湖町長賞
伊藤　菜央さん
（虻中3年）

▽西胆振地区納
税貯蓄組合連
合会優秀賞
岩間　文香さん
（虻中2年）

全年友好都市提携をした香川県三豊市へ

11月22日～25日の日程で、当町からと

うや小学生14人と引率2人の計16人が訪問

しました。

旧洞爺村と旧財田町との間で長年フレン

ドリーツアーとして小学生同士の交流を続

けてきましたが、お互いの合併により、洞

爺湖町と三豊市として、あらたに提携し、

今回が第1回目の訪問となりました。

一行は、7月に当町を訪れた児童らと再会。

いっしょに讃岐うどんつくりやみかん狩り

などを体験し、四国こんぴら歌舞伎の舞台

で国指定重要文化財の金丸座やこんぴらさ

んなどを見学し、北海道と違った文化を吸

収してきました。

友好都市提携後初の三豊市訪問
四国の文化を吸収

今

自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら自分たちが作ったうどんを試食する児童ら

プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式プロビデンス号来航の解説板設置除幕式
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平
成
19
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日

〜
９
月
30
日
）
の
執
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
、
国
で
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、
健
全

化
判
断
比
率
の
基
準
が
い
ろ
い
ろ
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
如
何

に
よ
っ
て
は
、
当
町
は
指
標
の
一
つ

で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
が
高
水
準

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
の
早
期
健

全
化
が
求
め
ら
れ
る
団
体
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
、
一
般
会
計
へ
多
額

の
基
金
取
崩
し
を
実
施
し
て
い
て
、

家
計
に
置
き
換
え
る
と
貯
金
に
あ
た

る
基
金
現
在
高
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
態
が
継
続
し
た
場
合
、
基

金
が
底
を
つ
き
赤
字
団
体
と
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
職
員
給
与
の
独
自
削
減

を
は
じ
め
と
し
て
行
財
政
改
革
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
の
財
政
状
況
に
更
な
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
よ
り
よ

い
町
財
政
の
運
営
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
財
政
課
財

政
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一 

般 

会 

計

　
予
算
現
在
額
83
億
9
、
5
2
7
万

４
千
円
に
対
し
、
歳
入
42
・
0
％
、

歳
出
34
・
1
％
の
執
行
率
で
歳
入
が

歳
出
を
7
・
9
％
上
回
っ
て
お
り
ま

す
。国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
予
算
現
在
額
17
億
5
、
5
4
4
万

３
千
円
に
対
し
、
歳
入
29
・
3
％
、

歳
出
45
・
9
％
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
例
年
同
様
、
保
険
給
付
費

の
伸
び
が
高
く
、
歳
入
不
足
額
を
基

金
運
用
で
補
っ
て
い
ま
す
。�

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
予
算
現
在
額
９
億
8
、
1
8
4
万

４
千
円
に
対
し
、
歳
入
19
・
7
％
、

歳
出
41
・
4
％
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
下
水
道
工
事
等
に
係
る
国

庫
補
助
金
、
起
債
な
ど
が
下
半
期
の

収
入
と
な
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
不
足

額
を
基
金
運
用
で
補
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

一
時
借
入
金
・
基
金
運
用

　
予
算
現
在
額
19
億
3
、
7
3
9
万

５
千
円
に
対
し
、
歳
入
42
・
8
％
、

歳
出
42
・
2
％
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
会
計
は
、
老
人
医
療

費
に
係
る
も
の
で
す
。

介
護
保
健
特
別
会
計

　
予
算
現
在
額
８
億
3
、
9
2
0
万

１
千
円
に
対
し
、
歳
入
47
・
2
％
、

歳
出
34
・
0
％
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
会
計
は
、
要
介
護

（
要
支
援
）
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
に
係
る
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
予
算
現
在
額
9
、
8
2
1
万
６
千

円
に
対
し
、
歳
入
50
・
2
％
、
歳
出

42
・
3
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
入
が
多
い
の
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
会
計
は
、
洞
爺
地
区
の
給
水
事
業

に
係
る
も
の
で
す
。

　
一
時
借
入
金
は
、
経
理
資
金
が
不

足
す
る
際
に
一
時
的
に
銀
行
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
、
年
度
内
に
償
還
す
る

お
金
で
す
。

　
ま
た
、
利
子
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

基
金
か
ら
一
時
的
に
借
り
入
れ
て
い

ま
す
。

地
　
方
　
債

　
地
方
債
は
、
投
資
的
事
業
（
道
路

の
整
備
、
建
物
の
建
築
等
）
に
充
て

る
た
め
に
借
り
入
れ
、
年
度
を
越
え

て
償
還
す
る
も
の
で
す
。

平成19年度 各会計予算
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●一　般　会　計　＜歳入＞ （単位：千円、％）

科　　　　目 予算現額 収入済額 収 入 率

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

繰 越 明 許 費

歳 入 合 計

財 政 調 整 基 金

育 英 資 金 貸 付 基 金

観 光 開 発 基 金

町 営 住 宅 敷 金 の 基 金

洞爺総合支所庁舎新築基金

公営住宅建設及び維持管理基金

減 債 基 金

国営畑地かんがい排水事業振興基金

畑 地 か ん が い 事 業 基 金

み ん な の 基 金

合 併 地 域 振 興 基 金

国民健康保険給付費支払準備基金

介護保険給付費支払準備基金

備 荒 資 金 組 合 積 立 金

　 合 　 　 計 　

1,200,661

96,000

5,000

600

1

105,000

2,000

30,000

4,996

3,637,903

1,800

56,064

294,912

360,355

293,888

136,159

1

1,080,950

74,108

202,570

728,800

83,506

8,395,274

641,283

29,638

1,735

1,181

69,879

619

12,030

4,996

2,252,113

1,250

29,399

132,952

17,539

36,154

125,019

191

74,108

71,200

28,486

3,529,772

898,198

24,598

89,586

47,729

80,182

40,779

315,157

0

31,700

3,270

337,900

88

97,166

263,003

2,229356

53.4�

30.9�

34.7�

196.8�

0.0�

66.6�

31.0�

40.1�

100.0�

61.9�

69.4�

52.4�

45.1�

4.9�

12.3�

91.8�

19,100.0

0.0�

100.0�

35.1�

0.0�

34.1�

42.0

1,200,661

96,000

5,000

600

1

105,000

2,000

30,000

4,996

3,637,903

1,800

56,064

294,912

360,355

293,888

136,159

1

1,080,950

74,108

202,570

728,800

83,506

8,395,274

641,283

29,638

1,735

1,181

69,879

619

12,030

4,996

2,252,113

1,250

29,399

132,952

17,539

36,154

125,019

191

74,108

71,200

28,486

3,529,772

898,198

24,598

89,586

47,729

80,182

40,779

315,157

0

31,700

3,270

337,900

88

97,166

263,003

2,229356

53.4�

30.9�

34.7�

196.8�

0.0�

66.6�

31.0�

40.1�

100.0�

61.9�

69.4�

52.4�

45.1�

4.9�

12.3�

91.8�

19,100.0

0.0�

100.0�

35.1�

0.0�

34.1�

42.0

●基金の現在高 （単位：千円）

実
質
公
債
費
比
率

　
こ
の
指
標
は
、
町
の
標
準
的
な
収

入
（
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
）
に

対
す
る
借
金
返
済
額
の
割
合
を
示
す

も
の
で
す
。
平
成
18
年
度
決
算
に
お

け
る
比
率
（
平
成
16
年
度
か
ら
平
成

18
年
度
ま
で
の
３
カ
年
平
均
）
は
、

28
・
５
％
と
昨
年
の
28
・
２
％
を
０

・
３
％
上
回
り
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
昨
年
度
策
定
し
た
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
（
平
成
27
年

度
ま
で
の
10
カ
年
の
改
善
計
画
。
広

報
「
と
う
や
湖
」
２
０
０
７
年
４
月

号
）
を
見
直
し
、
改
善
に
取
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

財
政
の
早
期
健
全
化
が

求
め
ら
れ
る
団
体

　
財
政
収
支
が
不
均
衡
の
場
合
や
、

財
政
状
況
が
悪
化
し
た
場
合
に
、
自

主
的
か
つ
計
画
的
に
そ
の
財
政
の
健

全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
団

体
。
健
全
化
判
断
比
率
が
早
期
健
全

化
基
準
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
健

全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
、
議
会
の

議
決
を
経
て
財
政
健
全
化
計
画
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

総
務
大
臣
又
は
北
海
道
知
事
に
報
告
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●水道事業会計 （単位：千円、％）

●一時借入金の状況（単位：千円）

●地方債の状況 （単位：千円）

一時借入
金現在高
及び基金
運用額

一般会計
国　　保
特別会計

下　　水
特別会計

合　　計

（　）書きは基金運用額

（50,000）（200,000）（250,000）

●特　別　会　計

財
政
再
生
団
体

（単位：千円、％）

収入済額 収入率 支出済額 執行率
予算現額区　　　分

歳　　入 歳　　出

●一　般　会　計　＜歳出＞ （単位：千円、％）

科　　目 予算現額 支出済額 執 行 率

区　分 当 初 残 償還額 現 在 高

16,475,310

5,675,878

864,717

1,456,540

24,472,445

50.6

28.7

20.9

43.7

139,150

78,912

30,000

107,238

274，838

274,838

143,299

245,133

16,919,409

5,917,116

892,524

1,548,133

25,277,182

444,099

241,238

27,807

91,593

804,737

一般会計

合　　計

公共下水
道 事 業
特別会計

簡易水道
事　　業
特別会計

水道事業
会　　計

区　　分 予算現額 執行済額 執 行 率

収　入

支　出

収　入

支　出

収
　
益
　
的

資
　
本
　
的

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

給 与 費

予 備 費

繰 越 明 許 費

歳 出 合 計

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

72,371

830,523

1,177,972

474,932

8,500

152,369

678,564

882,632

423,767

362,949

1,776,788

1,436,129

34,272

83,506

8,395,274

36,285

132,201

342,578

198,652

7,000

16,695

203,248

209,792

211,106

164,578

542,077

731,124

64,853

2,860,189

50.1�

15.9�
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45.9

41.4

42.2

34.0

42.3

806,243

406,025

818,505

285,257

41,531

29.3

19.7

42.8

47.2

50.2

514,280

193,625

828,952

396,249

49,257

1,755,443

981,844

1,937,395

839,201

98,216

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
毎

年
度
実
施
状
況
を
公
表
し
、
早
期
健

全
化
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
総
務
大
臣
又
は
北
海
道
知

事
が
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
夕
張
市
の
よ
う
に
財
政
収
支
の
著

し
い
不
均
衡
や
財
政
状
況
の
悪
化
で
、

自
主
的
な
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
の
た
め
、
計
画
的

に
そ
の
健
全
化
を
図
る
団
体
。

　
健
全
化
判
断
比
率
が
財
政
再
生
基

準
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
議
会
の
議

決
を
経
て
財
政
再
生
計
画
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
、
計
画
を
定
め
た

と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
財

政
再
生
団
体
は
、
そ
の
計
画
に
基
づ

い
て
予
算
を
調
製
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
計
画
は
、
毎
年
度
実
施
状
況

を
公
表
し
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

運
営
が
そ
の
財
政
計
画
に
適
合
せ
ず
、

再
生
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
総
務
大
臣
は
予
算
の
変
更
、

財
政
計
画
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
。



　
　
成
20
年
４
月
か
ら
、
現
行
の
老

　
　
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
被
保
険

者
は
、
75
歳
以
上
の
方
で
す
（
65
歳

以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
）。

　
制
度
の
運
営
は
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
、
保
険
料

の
徴
収
や
各
種
申
請
、
届
出
な
ど
の

窓
口
業
務
は
各
市
町
村
が
行
い
ま
す
。
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平

３
円
、
所
得
割
率
が
９
・
６
３
％
で

す
。

　
こ
れ
は
、
11
月
22
日
開
会
の
広
域

連
合
議
会
で
制
定
さ
れ
た
保
険
料
条

例
で
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

後期高齢者医療制度がはじまります後期高齢者医療制度がはじまります後期高齢者医療制度がはじまります

平成20･21年度の保険料率をお知らせします

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

来
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
個
人
の
保
険
料
は
、
均
等
割
額
と

所
得
割
率
か
ら
な
る
「
保
険
料
率
」

で
計
算
さ
れ
ま
す
【
表
１
】。
基
本

的
に
は
、
道
内
で
均
一
で
す
が
、
一

人
当
た
り
の
平
均
老
人
医
療
給
付
費

が
著
し
く
低
い
市
町
村
の
保
険
料
率

は
、
制
度
施
行
時
か
ら
６
年
間
、
暫

定
的
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
当
町
に
お
住
ま
い
の
方
の
保
険
料

率
は
、
平
成
20
・
21
年
度
に
お
い
て
、

年
間
、
均
等
割
額
が
４
万
３
、
１
４

保
険
料
率
は
？

保
険
料
の
軽
減
と

減
免
は
？

　
医
療
給
付
等
に
必
要
な
財
源
は
、

患
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
を
除
く
と
、
被
保
険
者

の
保
険
料
（
１
割
）
と
、
国
や
道
、

市
町
村
か
ら
の
公
費
（
約
５
割
）
、現

役
世
代
か
ら
の
支
援
金
（
約
４
割
）

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
ご
と
に
算

定
さ
れ
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る「
被
保
険
者
均
等
割
額（
以

下
「
均
等
割
額
」
）」
と
、
所
得
に
応

じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
に
区

分
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
仕
組
み
は
？

①　被保険者一人ひとりが、負担能力に応じて公

　平に保険料を支払うことになります。

②　被保険者証が一人に１枚ずつ交付され、医療

　機関で診療を受けるときは、この被保険者証の

　みを提示することになります。

③　医療機関の窓口での自己負担割合は、現行の

　老人保健制度と同じく１割（現役並み所得者は

　３割）です。

④　医療保険と介護保険のサ

　ービスを両方利用して自己

　負担が著しく重くなる方々

　の負担を軽減します。

後期高齢者医療制度の主なポイント

　
所
得
が
低
い
世
帯
の
被
保
険
者
は
、

世
帯
全
体
の
総
所
得
金
額
等
の
状
況

に
応
じ
て
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
【
表
２
】。

　
ま
た
、
加
入
す
る
前
日
ま
で
、
被

用
者
保
険
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
方
は
、
こ
れ
ま

で
保
険
料
の
負
担
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

激
変
緩
和
の
た
め
、

２
年
間
、
所
得
割
が

か
か
ら
ず
、
均
等
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
方
は
、
平
成
20

年
度
は
特
例
と
し
て

保
険
料
を
９
月
ま
で

徴
収
せ
ず
、
そ
の
後

の
半
年
は
均
等
割
額

の
１
割
、
２
、
１
０

０
円
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
災
害

な
ど
で
重
大
な
損
害
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を
受
け
た
と
き
や
特
別
な
事
情
で
生

活
が
著
し
く
困
窮
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
広
域
連

合
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
が

減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
原
則
、
介
護
保
険
料

と
同
様
に
、
年
金
か
ら
自
動
的
に
納

付
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
受
給
額
が
年
額
18

万
円
未
満
の
方
や
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額

が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
方
は
、
各
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
納
期
ご
と
に
、
納
付
書
な
ど
の
方

法
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
町
に
お
住
ま
い
の
被
保
険
者
が

１
年
間
に
支
払
う
保
険
料
額
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
表
３
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
の
年
間
の
限
度
額

は
、
50
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
（
電
話
０
１
１
・
２
９
０
・
５
６

０
１
ま
た
は
５
６
０
２
）

ま
た
は
洞
爺
湖
町
役
場
国
保
医
療
係

（
電
話
74
・
３
０
０
２
）

保
険
料
を
納
め
る
方
法
は
？

年
間
の
保
険
料
額
は
？

問
い
合
わ
せ
先

後期高齢者医療制度では、病気やけが、死亡に関
して給付を行いますが、申請が必要なものもあり
ます。
　病気やけがでかかった医療費が高額になった場
合に自己負担限度額を超えた分が給付される高額
療養費や、被保険者が死亡した場合に給付される
葬祭費などで、現行の国保や老人保健制度と基本

的には同じです。

　また、新たに「高額介護合算療養費制度」とい

う仕組みが設けられ、医療でかかった自己負担と

介護保険サービスの利用者負担の合計額が著しく

高額になる場合に、その世帯の負担を軽減します。

　これらの給付を受けるには、現行の老人保健制

度と同じく、各市町村担当窓口へ申請してください。

　なお、広域連合では、後期高齢者に対する健康

診査を実施します。詳細は、別途お知らせします。

※　夫婦２人世帯の場合、夫の年金収入の額

　で判定すると、収入が168万円以下は７

　割軽減、192万5千円以下は５割軽減、

　　238万円以下は2割軽減です。

※　表２の判定方法により、①は30,201円、

　②は8,629円が軽減されています。

　この表は、年間の保険料額がどの程度になるかを試算したものです。被保険者それぞれの保険料は、平成20年４

月以降に送付する保険料決定通知書でお知らせします。

均等割額43,143円＋所得割額（総所得金額等－基礎控除額33万円）×所得割率9.63％

保険料額に100円未満の端数が出た場合、その端数は切り捨てます。

総所得金額等が下記の金額以下の世帯 軽減額（軽減割合） 均等割額

33万円 30,201円（7割軽減）

21,572円（5割軽減）

8,629円（2割軽減）

12,942円

21,571円

34,514円33万円＋（35万円×世帯に属する被保険者数）

33万円＋（24万5,000円×世帯に属する被保険者数

　　　　　　　　　　　　　　  ＜被保険者である世帯主は除＞）

※　65歳以上の方の公的年金等に係る所得については、その所得の金額から特別控除として15万円を差し引いた額
　を総所得金額等として判定します。
※　世帯主が被保険者ではない場合でも、その世帯主の所得は、軽減の判定の際の対象となります。

■受けられる給付で申請が必要なものは？

表１「保険料額の求め方」

表２「均等割額の軽減について」

例１）１人世帯の場合

例２）夫婦２人世帯の場合

表３「平成20・21年度における個人の後期高齢者医療保険料額の試算（年額）」

所　　得

所　　得
（参考：年金
　収入のみ）

（参考：年金収入のみ）

保険料額

保険料額
12,900円

12,900円

30万円
（150万円）

30万円
（150万円）

0円
（50万円）

0円
（50万円）

0円
（50万円）

80万円
（200万円）

80万円
（200万円）

130万円
（250万円）

130万円
（250万円）

12,900円 34,500円

79,700円

79,700円

43,100円

136,500円

136,500円

180万円
（300万円）

184,700円

225万円
（350万円）

228,000円

262.5万円
（400万円）

264,100円

夫

① ② ③

夫

妻

妻



洞爺湖消防署（　76-2119）･温泉分署（　73-1119）･洞爺支署（　87-2119）･『火災・救急・救助119番』

　
　
月
14
・
15
日
に
洞
爺
湖
消
防
団

　
　
第
１
・
２
分
団
の
女
性
団
員
と

洞
爺
湖
消
防
署
員
で
本
町
地
区
の
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
防

火
査
察
を
行
い
、
寒
さ
が
厳
し
く
な

る
こ
の
季
節
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
恋
し

く
な
る
こ
と
か
ら
、
火
の
用
心
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
団
員
の
ソ
フ
ト
な
対

応
に
、
高
齢
者
か
ら
は
防
火
に
関
し

た
相
談
や
、
日
ご
ろ
の
自
分
の
こ
と

を
話
し
、
女
性
団
員
は
優
し
く
対
応

し
て
お
り
ま
し
た
。
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要
で
す
。

　
以
上
、
放
火
さ
れ
な
い
た
め
に
、

「
手
間
」
と
「
人
目
」
を
か
け
、
放

火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

　
　
火
火
災
の
防
止
の
基
本
は
「
放

　
　
火
さ
れ
な
い
、
放
火
さ
せ
な
い
、

放
火
さ
れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ

な
い
」
こ
と
で
す
。
放
火
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
放
火

対
策
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

★
建
物
に
放
火
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
見

　
る
と
、
建
物
外
周
部
、
倉
庫
・
物

　
置
、
車
庫
、
共
同
住
宅
等
の
玄
関

　
や
階
段
室
等
の
共
用
部
分
な
ど
、

　
侵
入
さ
れ
や
す
い
場
所
や
人
け
の

　
な
い
暗
が
り
で
の
放
火
が
目
立
ち

　
ま
す
。
施
錠
管
理
を
徹
底
し
、
外

　
部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

★
照
明
器
具
の
設
置
等
に
よ
り
暗
が

　
り
を
な
く
し
、
放
火
さ
れ
な
い
環

　
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

★
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を

　
放
置
せ
ず
に
、
整
理
整
頓
し
ま
し

　
ょ
う
。

★
空
き
家
な
ど
も
放
火
さ
れ
や
す
い

　
所
な
の
で
、
敷
地
の
侵
入
を
防
ぐ

　
た
め
の
囲
い
の
設
置
や
、
電
気
・

　
ガ
ス
の
遮
断
等
を
行
う
こ
と
が
必

放

10
月
の

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
35
件

消
防
だ
よ
り

12
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

建
物
に
対
す
る

　
　
　
放
火
防
止
対
策

10 洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

２･

３
年
生
が
消
防
施
設
見
学

　
　
月
23
日（
火
）、
洞
爺
湖
温
泉
小

　
　
学
校
３
年
生
12
人
が
洞
爺
湖
消

防
署
温
泉
分
署
へ
社
会
科
学
習
で
施

設
見
学
に
来
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
町
の
消
防
の
活
動
や
通

信
装
置
・
消
防
車
・
救
急
車
な
ど
消

防
施
設
の
説
明
を
真
剣
に
メ
モ
を
と

り
、
ま
た
、
実
際
に
機

械
器
具
に
触
れ
、
消
防

の
仕
事
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
９
月
19
日（
水
）に
は
、

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
２

年
生
11
人
が
図
工
授
業

の
た
め
温
泉
分
署
に
来

て
消
防
車
の
写
生
会
を

行
い
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
先
生
の
指
導
の
も

と
、
複
雑
な
形
の
消
防

車
を
画
用
紙
い
っ
ぱ
い

に
描
き
ま
し
た
。

11 一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

　
　
　
　
　
　
火
の
用
心

　
　
月
12
・
13
日
の
両
日
の
西
胆
振

　
　
消
防
組
合
洞
爺
湖
消
防
署
管
内

の
職
員
約
50
名
が
、
豊
浦
支
署
に
集

結
し
、
同
支
署
に
併
設
す
る
救
助
訓

練
施
設
を
使
用
し
て
、
高
層
建
物
か

ら
の
火
災
を
想
定
し
た
消
火
活
動
と
、

逃
げ
遅
れ
な
ど
に
対
す
る
人
命
救
出

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
火
災
建
物
に
最
も
近
い

所
属
の
先
着
隊
と
、
各
所
属
の
応
援

隊
と
の
連
携
し
た
消
火
活
動
指
揮
命

令
等
の
確
認
に
重
点
を
置
い
た
も
の

で
あ
り
、
寒
さ
の
中
全
職
員
が
本
番

さ
な
が
ら
に
真
剣
な
態
度
で
、
体
中

熱
気
で
心
地
よ
い
汗
を
か
い
て
お
り

ま
し
た
。

11 高
層
建
物
の
火
災

　
　
　
　
　
防
ぎ
ょ
訓
練

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」

施設見学に訪れた温泉小の児童ら施設見学に訪れた温泉小の児童ら

高層建物の火災防ぎょ訓練をする職員ら高層建物の火災防ぎょ訓練をする職員ら



出
立
つ
の
合
図
は
何
ぞ
一
斉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴉
と
び
た
つ
夕
あ
か
ね
空
　
　
　
赤
塚
　
瑛
子

い
く
た
び
も
姑
の
触
れ
た
る
塩
壷
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
ま
る
塩
を
底
に
残
せ
り
　
　
　
大
西
　
芳
子

晩
秋
に
ち
い
さ
き
体
に
力
こ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
木
を
渡
り
と
ぶ
エ
ゾ
リ
ス
の
群
れ
　
　
　
元
田
フ
ジ
子

知
ら
ぬ
街
外
出
を
す
る
気
も
起
き
ず

　
　
　
　
　
　
　
枯
れ
ゆ
く
ポ
プ
ラ
を
窓
よ
り
見
て
る
　
　
　
伊
藤
　
静
子

晩
秋
の
池
の
水
面
に
紅
葉
映
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
尺
の
鯉
は
波
紋
を
ひ
ろ
ぐ
る
　
　
　
太
田
　
　
智

こ
の
径
は
い
つ
か
来
た
径

　
　
　
　
　
　
　
　
天
然
の
湯
宿
に
つ
つ
く
山
峡
の
径
　
　
　
山
木
　
　
孝

秋
の
日
の
夕
日
に
照
ら
ふ
ウ
エ
ン
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
暫
し
の
た
そ
が
れ
恍
惚
の
八
十
路
　
　
　
室
野
　
晃
慶

庭
の
木
々
朝
昼
夕
と
紅
葉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彩
あ
ざ
や
か
に
心
い
や
さ
る
　
　
　
石
黒
ま
さ
子

子
も
孫
も
巣
立
ち
て
ゆ
き
し
こ
の
家
に

　
　
　
　
　
　
　
　
我
も
着
ぶ
く
れ
て
秋
す
ぎ
ん
と
す
　
　
　
中
野
　
イ
マ

束
の
間
の
命
と
も
知
ら
ず
雪
虫
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
は
近
し
と
飛
び
て
知
ら
せ
り
　
　
　
北
島
　
加
代

救
ひ
な
き
暗
き
世
相
を
嘆
き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
は
煌
々
と
地
球
を
照
す
　
　
大
久
保
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
一
月
定
例
会

散
る
木
の
葉
膝
に
絵
と
な
る
車
椅
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
勇

薄
墨
に
湾
を
変
へ
た
る
初
時
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
川
サ
チ
子

隧
道
を
抜
け
錦
繍
の
湖
畔
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
瓶
　
　
修

サ
ミ
ッ
ト
来
る
和
も
の
揃
へ
て
店
小
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
敏
子

冬
め
く
や
閉
じ
し
牧
場
の
轍
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
　
稔

寄
鍋
に
喋
り
す
ぎ
た
る
舌
焦
が
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
育
子

爽
涼
の
風
に
庁
舎
の
国
連
旗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
知
子

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
一
月
定
例
会

し
ぐ

※
錦
紬
～
紅
葉
の
美
し
さ
の
表
現

れ

こ

は

ト
ン
ネ
ル

わ

き
ん
し
ゅ
うま

き

そ
う
り
ょ
う

ば

わ
だ
ち

　
　
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て

　
　
欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

　
し
か
し
年
金
記
録
の
問
題
が
、
社
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会
問
題
に
な
り
、
社
会
不
安
を
招
い

て
い
ま
す
。
今
回
の
相
談
も
そ
の
よ

う
な
問
題
も
含
め
て
年
金
制
度
全
体

に
つ
い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、

身
近
で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
対
応
し

ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

　
　
　
　
　
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
０
２

　
　
　
　
　
会
議
室

※
年
金
手
帳
を
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。

老
あ
な
た
の
た
め
･
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

…
そ
こ
が
知
り
た
い

年
金
相
談
の
開
設

国民年金保険料は、退職（失業）による
特例免除があります

　申請はお住まいの市（区）町村の国民年金担当窓口及び社会保

険事務所で行ってください。

尚、申請の際には公的機関の証明書のほかに

①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの。

②印鑑（本人が署名する場合は不要です）

③他の市（区）町村から転入された方は、前年の所得を証明する

　ものをお持ちください。

　室蘭社会保険事務所　　０１４３－２４－４７０１

　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の

前年の所得が一定額以下の方が申請することで、国民年金の保険

料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、こ

の場合は保険料の一部を納付しなければ未納期間となります。）

ただし、失業※１、倒産※１、事業の廃止※１、天災などが原因

で所得が無くなったことにより国民年金の保険料が納付できない

方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等

※２の写しを添付していただくと、その方の前年

　所得は審査対象外となります。

１　免除を申請する日の属する年度またはその前

　年度に失業（離職）された方が対象です。

２　「雇用保険受給資格者証」「雇用保険被保険者

　離職票」「離職者支援資金の貸付決定通知」など

※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。

一 般 の 免 除 申 請 審 査 対 象 審 査 対 象 審 査 対 象

審査対象外 審 査 対 象 審 査 対 象

申請者（本人）の
前 年 度 所 得

配偶者の前年度
所　　　　　得

世帯主の前年度
所　　　　　得

申請者（本人）が失業した
ことによる特例申請



各
団
体
の
代
表
12
名
が
集
ま
り
、
建

物
内
を
見
学
し
、
選
考
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
名
称
は
、
洞
爺
町
在

住
の
大
西
サ
ダ
さ
ん
作
の
「
洞
爺
湖

芸
術
館
」
（
と
う
や
こ
げ
い
じ
ゅ
つ

か
ん
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
洞
爺
湖
で
芸
術
作
品
が
楽
し
め

る
場
所
に
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
洞
爺
湖
芸
術
館
は
、
建
物
の
改
修

工
事
が
終
了
し
、
こ
れ
か
ら
展
示
作

品
の
搬
入
・
展
示
作
業
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
洞
爺
湖
畔
の
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
来
年
の
春
に
開

館
す
る
予
定
で
す
。
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根
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ
ウ

　
　
ム
、
消
化
を
助
け
る
ジ
ア
ス
タ

ー
ゼ
、
焦
げ
た
焼
き
物
の
発
が
ん
性

物
質
を
分
解
す
る
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
普
段
は
捨

て
て
し
ま
う
葉
の
部
分
に
も
無
機
質

や
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
大
根
１
本
丸
ご
と
使
っ
た
簡
単
な

料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

★
ふ
り
か
け
…
葉
の
部
分
は
細
か
く

　
刻
ん
で
桜
エ
ビ
や
か
つ
お
節
な
ど

大

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

　
今
月
は
15
日
を
締
切
り
と
し
、
20

日
に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅

　
　
76
ー
４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　
　
75
ー
２
７
０
４

役
場
　
産
業
課
　
　
74
ー
３
０
０
５

酸 　
大
根
・
ヤ
ー
コ
ン
の
味
噌
マ
ヨ
…

　
大
根
・
ヤ
ー
コ
ン
（
あ
く
抜
き
す

　
る
）
を
千
切
り
に
し
、
ホ
タ
テ
の

　
稚
貝
も
入
れ
て
、
味
噌
マ
ヨ
ネ
ー

　
ズ
で
和
え
る
。

　
で
炒
め
て
醤
油
や
み
り
ん
な
ど
で

　
味
付
け
を
し
て
出
来
上
が
り
で
す
。

★
タ
ッ
プ
野
菜
の
大
根
サ
ラ
ダ
…
大

　
根
・
キ
ャ
ベ
ツ
を
千
切
り
に
し
、

　
ご
ぼ
う
・
ニ
ン
ジ
ン
は
５
㎜
く
ら

　
い
の
拍
子
切
り
に
し
て
、
サ
ッ
と

　
下
茹
で
を
し
た
後
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

　
と
塩
を
少
々
、
タ
ッ
プ
リ
の
す
り

　
ゴ
マ
と
合
え
る
。

★
大
根
と
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
甘
酢
漬
け

　
…
大
根
を
で
き
る
だ
け
薄
く
半
月

　
切
り
に
し
、
塩
で
軽
く
揉
ん
だ
後
、

　
水
分
を
切
る
。
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
は
薄

　
く
切
り
紅
生
姜
の
汁
と
甘
酢

汁

　
（
酢
と
塩
と
砂
糖
を
合
わ
せ
煮
と

　
か
す
）
を
混
ぜ
た
も
の
に
漬
け
る
。

町　　
が
所
有
し
て
い
る
彫
刻
作
品
や

　
　
写
真
作
品
、
図
書
な
ど
を
展
示

・
活
用
す
る
、

芸
術
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
・
旧
洞

爺
湖
町
洞
爺

総
合
支
所
）

の
名
称
を
10

月
10
日
～
25

日
ま
で
公
募

し
ま
し
た
。

町
民
の
方
か

ら
30
の
名
称

案
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
11
月
14
日

に
は
、
町
内

旧洞爺総合支所

「洞爺湖芸術館」
としてリニューアル

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

今
が
旬
の

　
大
根
を
食
べ
よ
う

消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

今年も甘みたっぷりの
ボイルホタテ販売

あ ぷ た 新 商 品

春のオープンを待つ洞爺湖芸術館

　道の駅あぷたでは、今年も朝水揚げ

した生のホタテを減菌し、海水でゆで

た「ボイルホタテ」が好評を得ていま

す。

　甘みを多く含んだこの時期に町の特

産品であるホタテをアピールしようと、

昨年生のホタテを使って初めて販売。

　今年は、この他ホタテフライ・地場

産のかぼちゃを使ったかぼちゃ団子な

どが新製品としてラインナップされま

した。また、ホタテフライ・ホタテハ

ンバーグ・ホタテバター焼の３種が食

べられるホタテづくし定食もお目見え

し、ウニ丼と合わせて二大特産メニュ

ーとして力を入れていく計画です。

　土日には、朝水揚げされたばかりの

新鮮な生のホタテも販売されており、

来年の３月ま

で期間限定商

品としてホタ

テを全面に押

し出していき

ます。
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平成20年4月から

特定健診･特定保健指導が始まります

洞爺湖町の健康の実態№①
住民課国保医療係 　74－3002／健康福祉課健康福祉センター 　76－4006

洞爺湖町の平均寿命はどのくらいでしょう？

健診は、症状が出る
前に体の中で起きて
いること確認できる
大切な機会です！　
年に１回、自分の
健康チェックを
しましょう。　 

　健康状態がもっとも損なわれた状態が「死亡」ですが、洞爺湖町民の平均寿命は全道平均に比べて低い傾向にありま

す。

　合併前の平成12年の統計では、男性全道平均77.6歳に対して、旧虻田町は76.6歳、旧洞爺村が77.5歳。女性全道平均

84.8歳に対して、旧虻田町83.6歳、旧洞爺村86.2歳となっています。

　死亡統計を見ると、がん、心疾患、脳血管疾患で亡くなる比率が、全国・全道に比べ高く、特に心疾患の死亡の発生

は全国・全道の倍以上になっています。中でも女性の心疾患が多く、全道でも上位にあります。

過去５年間の虚血性心疾患（心筋梗塞、狭心症など）と脳血管疾患（脳梗塞、脳出血など）の死亡状況を年齢別に見る

と、働き盛りの40代からの脳血管疾患、50代から虚血性心疾患が増えはじめ、特に男性で亡くなる方が目立ちます。

どのような病気で治療している方が多いのでしょう？

　11月号では、来年４月から始まる「特定健診」「特定保健指導」が、どのような内

容なのかを掲載しました。

　医療制度改革により来年４月から、メタボリックシンドロームに着目した特定健診

と特定保健指導を導入し、糖尿病など生活習慣病を予防することで、健康的な生活の

支援と将来の医療費の伸びを抑え、住民の負担を減らし、国民皆保険制度を持続可能

にすることが、今回の「特定健診」「特定保健指導」の目的です。

　11月号にも掲載しましたが、洞爺湖町の国民健康保険の一人当たりの医療費は全国

・全道平均に比べ高く、心疾患・脳血管疾患で亡くなる方の割合も全国・全道に比し

て高い水準になっています。若い世代から心疾患・脳血管疾患で亡くなる方も見られ、深刻な状況です。

“１人でも多くの方に健診を受けていただきたい、自分の身体のことを知っていただきたい”と考え、今月号と来月号

の2回にわたり、私たちの町が抱える健康の実態をお伝えします。

　平成18年５月の国保加入者の治療状況を調べてみました。

　高血圧や糖尿病、心疾患、脳血管疾患など生活習慣病で治療されている方は、国保加入者4,915人中2,167人、全体

の44％でした。１カ月の医療費用額で見ると、生活習慣病の占める割合は全体の73.5％に及んでいました。生活習慣

病を予防することは、みなさんの健康的な生活を維持し、結果として医療費の伸びを大きく抑制できることにつながり

ます。

　疾患別の割合では、高血圧で治療されている方が最も多く、次に高脂血症(コレステロールや中性脂肪の高い方)、ま

た糖尿病で治療されている方も30％を占めています。若い世代から糖尿病で治療されている方や、糖尿病に心疾患や脳

血管疾患、人工透析を併せ持って治療されている方も見られました。

　糖尿病は始め特別な症状はありませんが、重症化すると知らない

うちに身体の中で血管が傷つけられ、心疾患や脳血管疾患などの命

にかかわる病気を発症する危険があります。

　どの生活習慣病もそうですが、かかりつけの先生に相談して、進

行しないように適切な治療を継続して受けることが大切です。

　損なわれてしまった健康を取り戻すには時間がかかります。定期

的な通院は生活や仕事にも影響を及ぼし、治療費などの負担も大き

くなります。健診を受けて気になる値があったら、重大な疾患にな

る前に生活を振り返って見ましょう。その時が病気を予防するチャ

ンスです。

生活習慣病の治療状況

高
　
尿
　
酸

脳
血
管
疾
患

虚
血
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心
疾
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血
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高
　
血
　
圧
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　現在、旧火山科学館内にて開

設しておりますが、サミット開

催による国の機関の利用及び、

改修工事の実施に伴い、洞爺湖

温泉中央集会所に移転いたしま

す。詳細につきましては、次の

とおりです。

◆12月４日まで

　旧火山科学館にて開設

◆12月５日～10日

　移転作業のため休館となりま

す。

◆12月11日～平成20年11月末

　洞爺湖温泉中央集会所にて開

設

《みずうみ読書の家　75－4702》

■開設場所　洞爺湖温泉中央集

　会所（大ホール）

■開館時間　午前９時30分～

　午後４時30分

ホールは従来通り利用できます。

　大ホールにつきましては平成

20年11月末まで利用できなく

なりますので、ご協力の程よろ

しくお願いいたします。
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新刊案内 あぶた読書の家
12月の休館日 祝日13日・20日・27日 23日

＜一　般＞▽「二つの『金印』の謎」（西村京太郎）▽「ビ

ター・ブラッド」（雫井脩介）▽「警官の血（上・下）（佐々

木譲）▽月明かり慶次郎縁側日記」（北原亞以子）

※12月21日より恒例の年末特別貸し出し１人５冊を

　実施します。

みずうみ読書の家の
移転について

■あぶた読書の家 76-2100

＜一　般＞▽犯人に告ぐ　上・下（雫井脩介）▽求めな

い（加藤祥造）▽マダム貞奴（レスリー・ダウナー）▽老

後も愉しく（瀬戸内寂聴）▽昭和の子どもは青洟をたら

していた（池田敏秀）▽ワーキング・プア（ＮＨＫスペシ

ャル取材班）▽佐賀のがばいばあちゃん（島田洋七）▽

女の顔　上･下（平岩弓枝）▽火山噴火（鎌田浩毅）

■みずうみ読書の家 75-4702

こ
ん に ち は

■休館日　木曜日・祝日・年末

　年始

※洞爺湖温泉中央

集会所につきまし

ては、和室及び小

竪穴住居補修作業行う
　11月15日～17日までの３日間、入江貝塚公園の竪穴住居復

元施設（骨格）の補修作業を実施致しました。今回は町の方々

にご協力をお願い致しました。

　寒風が吹

く中、一所

懸命取り組

んでいただ

いたボラン

ティアさん

にあらため

てお礼を申

し上げます。
竪穴住居の補修作業を行う皆さん竪穴住居の補修作業を行う皆さん



　洞爺湖は二級河川として河川法に基づき管理されていま

す。河川敷地に許可なく、工作物を設置すること、プレジ

ャーボート等を係留すること等は禁止されており「違反行

為」です。

　現在設置されている工作物や放置されているプレジャー

ボート等について、現地に警告看板を設置しておりますが

未だに撤去されていません。

　つきましては、平成２０年１月９日までに撤去してくだ

さい。期限までに撤去されない場合は河川管理者（北海道

知事）が強制的に撤去し、それに要した経費は設置者に請

求することとなります。なお、不明な点などがあれば、次

の機関に問い合わせてください。　  
平成19年12月10日

　室蘭土木現業所管理部管理第一係

　　室蘭市幸町9-11　　　 　０１４３－２４－９８７１

　室蘭土木現業所洞爺出張所

　　洞爺湖町高砂町90-2　 　０１４２－７６－２１１１

　板谷川からシェル石油スタンドまで
の前浜に、約80隻のプレジャーボー
トが係留されています。
　この係留は、海岸法第７条、第８条
の規定に違反していますので、ただち
に撤去してください。

　　　　　室蘭土木現業所洞爺出張所
　　　　　　　　　　７６－２１１１

21

　
　
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
個

　
　
別
集
金
を
平
成
20
年
３
月
で
廃

止
し
ま
す
。

　
４
月
以
降
は
、
金
融
機
関
な
ど
か

ら
の
「
口
座
振
替
」
か
「
納
付
書
」

に
よ
る
自
主
納
付
と
な
り
ま
す
。

　
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

集
金
人
が
訪
問
し
て
も
不
在
の
家
庭

が
多
く
、
口
座
振
替
な
ど
の
利
用
増

に
よ
り
対
象
世
帯
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
は

休
日
、
夜
間
を
問
わ
な
い
「
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
で
の
納
付
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
利
便
性
が
増
し

た
こ
と
に
よ
り
、
集
金
制
度
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

〈
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
〉

　
集
金
員
が
伺
う
際
に
「
口
座
振
替

依
頼
書
」
を
持
参
し
ま
す
の
で
、
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
で
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

に
は
取
引
先
金
融
機
関
な
ど
の
通
帳

と
登
録
印
鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
取
扱
金
融
機
関

　
伊
達
信
用
金
庫
、
北
海
道
銀
行
、

北
洋
銀
行
、
と
う
や
湖
農
業
協
同
組

合
、
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
業
協
同
組
合
、

郵
便
局

〈
口
座
振
替
以
外
を

　
　
　
　
　
　
希
望
さ
れ
る
場
合
〉

　
平
成
20
年
４
月
以
降
、
郵
送
さ
れ

る
納
入
通
知
書
を
持
参
の
う
え
、
通

知
書
裏
面
に
記
載
の
金
融
機
関
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
役
場

窓
口
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

（
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
特
別
な
事
情
か
ら
集
金
制

度
が
必
要
な
方
は
役
場
上
下
水
道
課

営
業
係
（
　
74
―
３
０
０
８
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
や
か
ん
や
加
湿
器
な
ど
に
白
い

も
の
が
残
る
」
と
の
苦
情
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
水
道
水
中
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
蒸
発

す
る
と
後
に
残
る
た
め
、
水
の
蒸
発

が
繰
り
返
さ
れ
る
部
分
で
は
、
白
い

異
物
と
な
っ
て
付
着
し
ま
す
。

　
本
町
地
区
で
は
２
箇
所
の
水
源
か

ら
塩
素
減
菌
し
て
各
家
庭
等
に
供
給

し
て
い
ま
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
分
が
多
い
た
め
、
白
い

異
物
の
量
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ミ
ネ
ラ
ル
分
で
す
の
で
、

人
体
へ
の
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
残
念
な
が
ら
水
道
水
の
ミ
ネ
ラ
ル

分
を
減
ら
す
方
法
は
、
白
い
異
物
を

除
去
方
法
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

家
庭
な
ど
で
は
次
の
こ
と
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　
や
か
ん
や
蒸
発
皿
に
何
度
も
水
を

つ
ぎ
た
す
と
、
よ
り
多
く
発
生
し
ま

す
。
こ
ま
め
に
き
れ
い
に
洗
浄
し
て

か
ら
使
用
し
て
く
い
だ
さ
い
。

　
加
湿
器
に
は
目
に
見
え
な
い
細
か

い
水
が
飛
び
散
っ
て
い
ま
す
。
加
湿

器
の
蒸
気
吹
き
出
し
口
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
家
具
と
も

含
め
、
こ
ま
め
に

手
入
れ
を
お
願
い

し
ま
す
。

水

や
か
ん
や
加
湿
器
に
白
い
も
の
が

付
着
・
・
・
こ
ま
め
な
手
入
れ
を

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

集
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す

上下水道課から

洞爺湖周辺のプレジャーボート等に
かかる撤去について

前浜にプレジャーボートを
係留しないでください



　
　
末
年
始
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン

　
　
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
狙

っ
た
強
盗
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
犯
罪
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
安
全
で
平
穏
な
年
末
を
送
り
、
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
犯
罪
被
害

や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず

　
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は
、

　
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
利
用
や
複
数
で

　
行
動
す
る
な
ど
し
て
、
ひ
っ
た
く

　
り
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

　
ま
し
ょ
う
。

・
息
子
や
孫
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
現

　
金
を
振
込
ん
で
欲
し
い
」
な
ど
の

　
不
振
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
警
察

　
や
家
族
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

22

年

　
　
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会

　
　
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
増
え
、

年

　
　
気
帯
び
運
転
は
、３
年
以
下
の
懲

　
　
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
。

　
酒
酔
い
運
転
な
ら
ば
、
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
で
す
。

　
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
人
身
事
故
を

起
こ
し
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
適
用

さ
れ
た
場
合
、
負
傷
事
故
で
15
年
以

下
の
懲
役
、
死
亡
事
故
な
ら
ば
最
長

20
年
の
懲
役
と
な
り
ま
す
。

　
車
・
酒
の
提
供
者
、
同
乗
者
に
対

す
る
罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
・
職
場
・
家
庭
で
「
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
」
、
「
乗
る
な
ら
飲
ま
な

い
」
、「
運
転
す
る
人
に
飲
ま
せ
な
い
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
」

　
「
め
ざ
せ
　
安
全
で
安
心
な
車
社

会
　
北
海
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
私

達
の
住
む
北
海
道
か
ら
事
故
、
飲
酒

運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
に
伴
い
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
の
増
加
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲
ん
で
い
な
い

か
ら
」
、「
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
」
と
安

易
に
飲
酒
運
転
す
る
と
厳
し
い
処
罰

を
受
け
、
一
生
後
悔
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

酒

年
末
年
始
に
お
け
る

犯
罪
及
び
事
故
の
防
止

飲
酒
運
転
の
追
放
、

ち
ょ
っ
と
一杯
、
償
一
生

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す

住 民 課

交通防犯係から

●伊達警察署虻田交番

●洞爺湖温泉交番

●洞爺駐在所

財田自然体験
12月の自然ふれあい行事

＜クリスマス飾りつくり＞

＜そば打ち体験＞

■日　時　12月22日、23日、24日
　　　　　の３回
　　　　　13時～（２時間程度）

■参加費　１人500円

■日　時　12月26日～29日の毎
　　　　　日開催

■参加費　１人800円

■持ち物　頭を覆えるもの、エプ
　　　　　ロン

■問合せ　財田自然体験ハウス
　　　　　（　82－5999）

区間距離変更のため料金が変ります。

●区間距離

●通常料金

移設後 79.8 47.0 ―― 13.6 26.5 47.5 66.1 99.5111.4138.8158.5

82.1

2,200

2,300

－100

1,350

1,450

－100

500

450

＋50

850

800

＋50

1,400

1,350

＋50

1,850

1,800

＋50

2,750

2,650

＋100

2,950

2,900

＋50

3,500

3,450

＋50

3,850

3,850

0

49.3 ――

――

――

――

11.3 24.2 45.2 63.8 97.2109.1136.5156.2

八　雲 長万部 虻田洞爺湖 伊　達 室　蘭 登別東 白　老 苫小牧東 千　歳 札幌南 夕　張

八　雲 長万部 虻田洞爺湖 伊　達 室　蘭 登別東 白　老 苫小牧東 千　歳 札幌南 夕　張

移設前

移設後

移設前

差　額

車　種

普通車



海
道
で
は
、
今
年
も
道
内
各
地

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
言
い
伝

え
」
や
「
生
活
史
」
な
ど
に
関
す
る

絵
本
を
募
集
し
ま
す
。
同
時
に
来
年

の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に

向
け
環
境
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
も
募
集
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
、
道
内
在
住
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
り
共
同
で
作
成
さ
れ
た
も

の
で
、
未
発
表
作
品
。

応
募
期
限
は
来
年
の
１
月
31
日
ま

で
。
詳
し
く
は
、
北
海
道
企
画
振
興

部
地
域
振
興
・
計
画
局
地
域
づ
く
り

支
援
室
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ
（
1
０

１
１
‐
２
０
４
‐
５
１
４
９
）ま
で
。

「
伝
え
た
い
北
海
道
の
物
語
」
デ

ジ
タ
ル
絵
本
館
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス

w
w
w
.p
ref.h

ok
k
aid
o.lg
.jp
/sk
/

ck
k
/ch
ich
o/eh

on
top.h

tm

と
し
物
や
忘
れ
物
の
取
扱
方
法

を
定
め
た
遺
失
物
法
が
改
正
さ

れ
、
12
月
10
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

変
更
の
主
な
点

①
落
し
物
な
ど
の
保
管
期
間
が
６
カ

月
か
ら
３
カ
月
に
短
縮
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
情
報
が
公
表

さ
れ
、
探
し
や
す
く
な
る
。

③
個
人
情
報
が
入
っ
た
も
の
は
、
拾
　

っ
た
人
が
所
有
権
を
所
得
で
き
な

い
。

な
ど
い
く
つ
か
の
変
更
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
伊
達
警
察
署
会
計
課

（
1
22
‐
０
１
１
０
）
ま
で
。

海
道
で
は
、
平
成
18
年
１
月
よ

り
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人
道
民

税
・
法
人
事
業
税
の
申
告
受
付
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
北
海
道
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.eltax

.jp/
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北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.h

ok
k
aid
o.lg

/sm
/sim

/

「
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
」
っ
て
ご
存

じ
で
す
か
？
現
在
洞
爺
湖
で
生
息
を

広
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ザ
リ
ガ

ニ
も
と
も
と
洞
爺
湖
に
も
日
本
に
も

住
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
、
洞
爺
湖
を
は
じ
め
北
海
道
の

あ
ち
こ
ち
で
、
こ
の
ザ
リ
ガ
ニ
に
よ

る
様
々
な
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

来
年
７
月
に
は
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
洞
爺
湖
。
こ
の
ザ
リ
ガ

ニ
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
自
然
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
　
時

平
成
20
年
１
月
13
日

13
時
〜
（
午
前
中
、
屋

外
に
て
駆
除
の
様
子
を

見
学
予
定
）

■
場
　
所

洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

無
料
（
当
日
参
加
可
）

■
問
合
せ

環
境
省
洞
爺
湖
自
然
保

護
官
事
務
所
（
1
73
‐

２
６
０
０
）

伝
え
た
い
北
海
道
の
物
語

の
作
品
募
集

北

心からおくやみ申し上げます

落
し
物
や
忘
れ
物
の

取
扱
い
制
度
が
変
わ
り
ま
す

落

法
人
道
民
税
・
事
業
税
の
申
告
は
、

簡
単
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

北

洞
爺
湖
ザ
リ
ガ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

故紙谷壽美子さん
■10月16日死去
■77歳■遺族は
博明さん■泉区

故南部保雄さん
■10月9日死去
■81歳■遺族は
てるさん■青1区

故河田文友さん
■10月9日死去
■85歳■遺族は
ナツ子さん■虻5区

故平原ツルコさん
■10月4日死去
■91歳■遺族は
差波鐵雄さん■泉区

故中舘新蔵さん
■10月1日死去
■91歳■遺族は
鈴木豊さん■虻8区

故大山篤弘さん
■9月30日死去
■67歳■遺族は
早苗さん■虻6区

故熊谷マサヨさ
ん■9月30日死
去■70歳■遺族
は正吉さん■洞第5

故木下行雄さん
■10月29日死去
■85歳■遺族は
栄治さん■温5区

故新田訓稔さん
■10月29日死去
■78歳■遺族は
ネ豊子さん■入4区

故石塚純一さん
■10月26日死去
■81歳■遺族は
美津子さん■虻5区

故大和澄子さん
■10月25日死去
■97歳■遺族は
輝男さん■入4区

故佐々木ヨシヲさん
■10月20日死去
■87歳■遺族は
二三彦さん■虻1区

故菅原市郎さん
■10月16日死去
■78歳■遺族は
澄子さん■洞第６



　
　
場
と
町
関
係
施
設
の
年
末
年
始

　
　
の
休
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
役
場
の
休
日
は
、
12
月
29
日
～
１

月
６
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
１
月
４

日
（
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30

分
）
は
、
本
庁
舎
住
民
課
、
洞
爺
湖

温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所
総
務
住

民
課
の
窓
口
を
開
き
ま
す
。
業
務
は
、

戸
籍
抄
本
・
住
民
票
騰
抄
本
・
印
鑑

証
明
書
の
証
明
発
行
と
納
付
書
で
の

支
払
い
で
す
。

　
収
集
業
務
の
休
日
は
12
月
31
日
～

１
月
３
日
で
す
。
４
日
か
ら
区
域
ご
と

に
通
常
ど
お
り
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

　
本
町
・
洞
爺
湖
温
泉
・
花
和
・
月

浦
地
区
は
、
12
月
29
日
に
一
斉
収
集
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（
資
源
ご
み
は
除
く
）
を
行
な
い
ま

す
。
洞
爺
地
区
は
、
12
月
28
日
の
燃

や
せ
る
ご
み
・
資
源
く
ん（
生
ご
み
）

の
収
集
を
最
終
と
し
ま
す
。
朝
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
　
　
意

・
洞
爺
湖
温
泉
・
花
和
・
月
浦
地
区

　
の
１
月
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
収

　
集
は
、
15
日
の
１
回
で
す
。
１
月

　
１
日
は
中
止
し
ま
す
。

・
本
町
地
区
１
月
１
週
の
資
源
ご
み

　
の
収
集
は
休
み
で
す
。

・
洞
爺
地
区
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収

　
集
は
４
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
１
月
３
日（
木
）の
不
然
物

の
収
集
は
１
月
９
日（
水
）
に
変
更
し

ま
す
。

１
月
２
日
～
４
日
ま
で
の
開
館
に
つ

い
て
は
、
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま

で
で
す
。
５
日
か
ら
通
常
営
業
。

役役 

場 

業 

務

ご
み
収
集
業
務

　
12
月
30
日
～
１
月
５
日

あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

　
12
月
31
日
～
１
月
５
日
（
３
日
は

午
前
９
時
～
午
後
１
時
ま
で
営
業
）。

６
日
か
ら
通
常
営
業
。

洞
爺
水
の
駅

　
12
月
30
日
～
１
月
５
日
。
６
日
か

ら
通
常
営
業
。

道
の
駅
あ
ぷ
た

　
12
月
31
日
～
１
月
１
日
。
２
日
か

ら
通
常
営
業
。

洞
爺
い
こ
い
の
家

　
12
月
30
日
～
１
月
５
日

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

　
１
月
１
日
～
１
月
３
日
。
12
月
31

日
は
午
前
11
時
～
午
後
３
時
ま
で
営

業
。
年
始
は
４
日
か
ら
通
常
営
業
。

12
月
30
日
は
大
掃
除
の
た
め
休
業
と

な
り
ま
す
。

松
　
の
　
湯

　
12
月
30
日
～
１
月
５
日

あ
ぶ
た
体
育
館

　
12
月
30
日
～
１
月
５
日

あ
ぶ
た
母
と
子
の
家

　
12
月
30
日
～
１
月
５
日

あ
ぶ
た
・
み
ず
う
み
読
書
の
家

　
12
月
31
日
～
１
月
１
日
。
た
だ
し

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
火
山
科
学
館

年末年始の
休日の
お知らせ

年末年始の
休日の
お知らせ

　し尿収集は、胆振西部１市３町で構成する「胆
振西部衛生組合」が運営し、衛生組合が委託する
民間の収集業者が汲取り作業をします。

◆し尿収集の申込はお早めに
　申込があってから通常14日以内に、し尿収集に伺いま
すが、毎年年末年始は混雑します。余裕をもって申込ん
でください。
　12月20日までに申込があったものについては、年内
中に汲取りを行う予定です。年明けは、１月７日からの
汲取りになります。

◆冬期間のし尿収集
　冬期間、積雪や寒冷のため収集作業に支障をきたすこ
とがあります。円滑に収集できるよう、除雪や凍結防止
にご協力ください。

◆し尿汲取り料金について
　し尿収集が終わりましたら、その場で委託収集業者に
納入額を記入した納付通知書で納めるか、胆振西部衛生
組合が指定した金融機関で納めてください。
　なお汲取り料はを納め忘れた場合、し尿収集の拒否を
受けることがありますのでご注意ください。

◆留守の場合には
　し尿収集する予定日ごろに留守にされますと、十分な
収集ができない場合があります。ご協力お願いいたします。

�年末年始のし尿処理のお願い

町
内
水
道
当
番
業
者

　
水
道
が
凍
結
し
た
り
、
故
障
し
た
場
合
は
、
表
の
町
指
定
工
事

店
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　程

12月29日

（土）

亀倉建設㈱　　　　76-2448

㈲斉藤設備工業　　75-2707

12月30日

（日）

㈲菖蒲設備　　　　76-4566

㈲栄 設 備　　　　75-4500

12月31日

（月）

㈱合田設備　　　　76-5254

ホッコー建設運輸㈱　　76-3418

１ 月 １ 日

（火）

大 和 設 備　　　　76-3197

㈱大西土地開発　　74-2660

１ 月 ２ 日

（水）

亀倉建設㈱　　　　76-2448

㈱重建能登組　　　76-4465

１ 月 ３ 日

（木）

㈲斉藤設備工業　　75-2707

㈲菖蒲設備　　　　76-4566

１ 月 ４ 日

（金）

㈱合田設備　　　　76-5254

㈲栄 設 備　　　　75-4500

１ 月 ５ 日

（土）

ホッコー建設運輸㈱　　76-3418

大 和 設 備　　　　76-3197

１ 月 ６ 日

（日）

㈱大西土地開発　　74-2660

㈱重建能登組　　　76-4465

業　　者　　名

(
(

(
(

(
(

(
(

(
(

(
(

(
(

(
(

(
(
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■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター

　76－4006（健康指導係）

12月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈洞爺湖町健康福祉センタートレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

※トレーニングルームの年末年始の

　休日は、「さわやか」が12月31日～

　1月5日。「洞爺ふれ愛センター」は

　12月29日～1月6日。

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

洞爺地区

健康相談

12月20日（木）
個別通知し
ます

健康福祉セ
ンター

乳児健診

午前10時～

正午

洞爺総合支

所

親子ふれあ
い遊び

午前10時～
11時30分

健康福祉セ
ンター

12月21日(金)

フッ素塗布
個別通知し
ます

健康福祉セ
ンター

12月13日(木)

12月14日(金) 本町保育所保育所開放
午前10時～
11時30分

12月11日(火)

14日(金)

18日(火)

21日(金)

25日(火)

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

◆洞爺地区健康相談／1月11日(金)・15日(火)・18日(金)・22

　日(火)・25日(金)（洞爺総合支所）

◆保育所開放／1月11日(金)（本町保育所）

◆保育所開放／1月25日(金)（入江保育所）

◆親子ふれあい遊び／1月18日(金)（さわやか）

◆フッ素塗布／1月17日(木)（洞爺ふれ愛センター）

◆乳児健診／1月31日（木）（さわやか）

１月の予定

主催 洞爺湖町雪合戦協会

第４回洞爺湖町雪合戦大会（ＡＢＵＴＡ　ＣＵＰ）開催
一度でいいです!

思いも寄らぬ感動と興奮が
押し寄せるでしょう！

雪合戦のコートで、開始のホイッスルを
体験してみませんか

日　　時　平成20年１月20日（日）

　　　　　午前８時30分～正午頃

会　　場　洞爺湖テニスコート

　　　　　　　　　　（母と子の舘の上）

参加資格　洞爺湖町在住者、又は事業所が洞

　爺湖町にある者。中学生以上（男女問わず）

　個人での参加もＯＫです。興味のある方お

　待ちしています（いずれかのチームに入り

　ます）。

チーム編成　監督１名　競技者９名（但しコー

　ト内のプレーヤーは７名、監督と競技者の

　兼務可）

参 加 料　１チーム1,000円

申込問合せ　岩倉美視まで（携帯

　／加藤建設㈱　76-3829･FAX76-5346）

主　　催　洞爺湖雪合戦協会

日　　時　平成20年１月20日（日）

　　　　　午前８時30分～正午頃

会　　場　洞爺湖テニスコート

　　　　　　　　　　（母と子の舘の上）

参加資格　洞爺湖町在住者、又は事業所が洞

　爺湖町にある者。中学生以上（男女問わず）

　個人での参加もＯＫです。興味のある方お

　待ちしています（いずれかのチームに入り

　ます）。

チーム編成　監督１名　競技者９名（但しコー

　ト内のプレーヤーは７名、監督と競技者の

　兼務可）

参 加 料　１チーム1,000円

申込問合せ　岩倉美視まで（携帯

　／加藤建設㈱　76-3829･FAX76-5346）

主　　催　洞爺湖雪合戦協会

●ホットワインと白いおしるこサービス

●洞爺湖町のマスコット『洞龍（とうろん）』から

子供たちにクリスマスプレゼントがあるよ

●願いごとを書いて、みんなで3メートルの巨大

なキャンドル･ツリーを作りましょう

090-88950013

人口と世帯の動き人口と世帯の動き
（平成19年10月31日現在）

男……5,065人　女……5,766人　計……10,831人　世帯……5,242世帯
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